
何を学んだかを実感できる日々を送りましょう！ 

校長 松井 圭一 

  

令和６年度が始まりました。新たな年度を充実したものにするために、３年生は卒業式、１年生と２年生

は修了式を迎えたとき、どのような自分になっていたいかを考えてみましょう。 

義務教育を終える中学校３年間は、自分の未来を切り拓くための大切な基盤づくりの日々です。 

３年生は義務教育を終える総仕上げの１年。２年生は職場体験をとおして将来を見つめる１年。１年生は

新たな学びの環境に慣れる１年。 

全ての人にとって、時の流れは平等です。問題はその時をどのように過ごすかです。 

何かを始めなければ、未来は変わりません。未来を切り拓き、思い描く未来を手に入れるためには、今こ

の時に未来へ向けて着実な一歩を踏み出すことが大切です。そして、弛まず前進していきましょう。 

 

自分の力で未来を切り拓こう 

高嶺 十九 

 

アリの一歩 

ゾウの一歩 

それぞれに価値ある一歩 

大切なのは一歩の長さではなく 

自分のペースにあった 

一歩を踏み出すこと 

 

アリの一歩 

ゾウの一歩 

それぞれに大事な一歩 

大切なのは一歩の長さではなく 

未来への夢をもって 

一歩を歩み出すこと 

 

アリの一歩 

ゾウの一歩 

それぞれに重要な一歩 

大切なのは一歩の長さではなく 

自分で努力して 

一歩ずつ前に進み続けること 

   

 ※「弛まず」・・・「（たゆ）まず」と読み、「おこたることなく、なまけることなく」という意味 

 

保護者、地域の皆様、新たな年度がスタートしました。本年度も馬込東中学校の教育活動に御理解・御

協力いただきますよう宜しくお願いいたします。 

地域・家庭・学校を結ぶ学校だより 

 
https://www.ota-school.ed.jp/magomehigashi-js 
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